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ーて飲に如廉凶fitわ實結ッぜドトー

ト
ド
マ
ツ
結
實
の
豊
凶
豫
知

に
就
て

原 

田

泰

一
、
は

し

が

き

ト
ド
•••
ッ;

t.
北
が
in
」」
於
け
る..
»:
缠
樹
<■>'
で

,),
•.

り
、
現
在
に
於
て
は
造
林
樹
楝
と
し
てU

も
多
數
に
養
成
せ
ら
れ
、
將
來
パ
ル
プ
資
材 

の

箒

计

.!:J
に
叶
fr
し
一
二
徐:

〇
-rr
成
の
多
か
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
JZ-
れ
が
結
實
は
二
年
乃
至
三
年
目(

卽
ち 

'••
片
の
•:
'Z
-I-
休
止
-;-
る
か
、
又
は
,;;
産
後
二
年
凶
庄
を•
兒
て
三
年
1:1
に
理
隨
が
來
る)

等
に
裁•
産
を
姑
る
が
、
そ
の
間
に
並
曲
又
は
凶
産 

の
年
I'ii
も
あ
り
、
然
も
此
の
1111
称
の
な
外
界
の
影®

に
よ
っ
て
、
同
じ
理
値
の
年
度
と
稱
せ
ら
れ
て
も
程
技
の
差
が
可
な
り
大
き
く
、
屢 

籍
施
に
話
し
て

、
攻
定
の
變
史
を
餘
儀
な
く
せ
ら
る
る
方
而
も
少
く
な
い
校
で
あ
る
。
雲
は
数
年
前
よ
り
ト
ド
ー
、
ッ
個
髓
の
親
察 

,
;'-:
仃
っ
て
わ
る
が
、
そ
の
Inl
lt£
堆
花
は
讪
年
豆
一
年
に
於
て
共
の
形
或
を
双
め
ら
れ
、
秋
季
種
子
の
採
取
時
に
は
、
翌
春
開
花
す
べ
き
蘇
花 

芽
雄
花
芽
が
形
成
甘
・
ら
れ
て
る
染
衣
を
筋
め
得
た
の
で
、
前
年
に
於
て
大
腺.
視
年
度
の
找
殴
計
測
を
決
定
し
て
、
火
な
る
支
障
な
い
こ
と 

>

臨
験
し
來
た
っ
た
の
で,
の
る
。
因
っ
て
n'
務
方
而
に
於
て
も
此
の
屛
實
を
關
柯
せ
ら
れ
て
、
菜
態
の
回
治
を
期
せ
ら
れ
ん?
IC
を
慫
懣
し 

來
っ
た
の
で
言
。
從
つ
二
般
に
是
・
の％

資
は
知
悉
芝
竺
糸
と
芯
っ
て
居
っ
た
が
、
尙
未
だ
關
知
吉
れ
な
い
向
も
多
く 

fl
つ
卻
料
林
、
固

-<1
林
等
に
於
て
も
一
般
樹
祯
と
同
様
に
如
凶
訶
死
の
初
告
を
現
地
よ
り
取
り
寄
せ
ら
れ
て
る
が
、
執
れ
も
そ
の
年
度
の 

4

季
の
開
花
時
機
に
な
っ
て
聚
集
せ6

れ
た
り
、
あ
し
い
の
は
九
月
に
な
っ
て
建
め
て
居
ら
れ
る
向
も
あ
る
。
建
れ
は
後
你
に
凶
の
統 

..!•
的
資
料
を2

れ
る
上
に
、
勿
お
必
舞
な
貞
料
で
あ
る
が
、
そ
の
年
度
の
採
種
や
播
種
に
車
る
爵
と
し
て
は
、
聊
か
泥
縄
の
感
が
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な
い
で
は
な
い
。
松
く
上&

前
年
に
於
て
聽
花
芍
、
妣
花
芽
の
着
生
狀
況
よ."

推
定
し
た
も
の
で
-ISI
見
す
る
地
も
必
要
で
あ
ら
う
。
從
っ 

•

て
從
來
の
養
凶
削
亢
の
外
に
「黒
凶
漁
知
悅
吿
」
と
・
ふ
樣
な
も
の
?.-
前
年
に
捋
出
せ
し
め
る
様
にI

て
、
ト
ド
マ
ツ
のs
t
t

勿
齢
人 

工
、
 

天
然
下
秣
や
共
の
他
の
神
助•
事
業
の
ほ
ぎ
資
葺
る
る
に
於
て
は
、
 

更
に
右
効
な
結
果
を
招
來
す
る
部
と
思
ふ
。
過
般
週
當
な
暗 

雄
花
芽
?;-

曾
た
い
で
、
數
に
そ
の
前
年
九
冃
に
於
け
る
狀
ス
-Jt
の
他
を
n;
し
、
尙
從
來
の
制
察
事
項
を
附
加
し
て
參
考
に
供
す
る
次
第
で 

あ
る
。

*.

二
、 ̂

査

の

方
法 

•

ト
ド
ー
、
 

ツ
交
削.U

染
,U

中
の
札
修
卽
料
地
洛
二
演
二
栄
の
種
子
採
取
に
當
り
、
靠
九
月
十
九
裁
子
と
同
時
に
採
取
し
た 

枝
僅
に
よ•

こ
、
無
玳
花
芽
の
胡
变
・
か
說
*-
な
し
、
公
汚
と
し
て
、
ト
ド7

ッ
品
税
找
法
川
に
供
し
た
赤
芽
ト
ド
マ
ツ
の
珪
果
に
關
し 

て
、
每
月
採
取
し
た
披
花
及
Lh
果
の
成
熟
狀
尙
を
示
し
た
。

三
、 S

；

•
證

成

績

九
月
十
九H

採
取
せ
〇
も
の
に
-• >

せ
孕•
廿
II
仲
究
し
た
結
果
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

(1)
披

花

穿

に

就

て

(a) 
也
IE
牛
は
主
と
し
て
缶
甲
展
伸
技
し
た
枝
蛛
部
cc>
上
tfl
に
SA
小
布
虫
す
る
。

(b) (

な
花3

史
甘
小
犬
は
、

し
て
、
稍

癸

こ

・

而

彭

枝

昔

葢

に

我

し

て

号

と

、
 

ニ〇

牧
浏
定
籍
均
は

示
ー
农
の
知
くg

电 

_
_
_

说芽飾

业魔 
な伸

枝・つ 
の伸 
陌E

|§
L1

・ ・
•
五
三

〇
W

3

■ iF“T

(士>

〇

〇

------ 55--------

—こ就に知J»构せ・〇實紿ッマト・トー

5

.
W

花
君
・
髙
、
;•
平
为
〇
、五
九
〇
—
こC

、

〇
ニ
ハ
押-
G-
、
-(ft
ベ
長
岩
Itil
形
耽
をa

し
て
ゐ
る
。

fdlR

 
一
 dsw

CJy 

・

此

Q
Jo

r  san
d
ard

s  an
d  NO

::gclHu
r
e

に
よ
っ
て
色
を
枪
索
し
て
見
る
とv
e

昌

し
a
k
e

に
相
當
し
、
赤
极
色
を
呈 

し
!•!
く
用
お
レ
ヨ
つ
ー:

此
の
用
朋
は
R.
-V
近
き
十
一
月
に
な
る
と
焼
白
く
核
就
す
る
に
花
〇C

務
狀,

位
地
非
の
他
は
朗
に
圖
版⑴

を
參
1!(( 

せ
ら
れ
厦
い
。

⑵

堆
花
芽
に
就
て

(a) 
雜
花
芽
は
初
年
度
仲
・
し
た
校
條
都
の
廿
诚
に
密
强
し
て
泊
生
す
?.
。

(b) 
堆
花
芽
の
術
生
し
て
由
る
小«

も
活
は
萍
兆
し
て
-L-
大
で
あ
〇
〇
こ
れ
を
前
年
の
都
のR

係
の
葉
表
と
比
眦
し
て
见
る
と
・
馅
二
表
の
如
く
で
あ 

る
。 

- 

’
 

、

±IR 
な年 
を伸

刀雄 
葉花 
av

木

• 
八
0 
〇

(士)

〇

〇

云

Ci)

〇 
*

・〇

五

©

址
花
芽
の
火
さ
は
平
均Q
•

三
八
ー
-?D

 o
'
o
o

nl
粮
で!
fli
形
を
な
し
て
旋
止
し
て
ゐ
るC

(d)
わ«

花
芽
の
色
;..
办
福
色
';
ば
花
芬
とM

樣V

・
。ヨ
ーLa

k
e

と
移
す
べ
卓
榜
廊

を
彼
っ
て
る
。
形
狀
、
泊
生
位
股
聾
は
阅
版⑵

を
參
照
せ 

ら
れ
度
い
。

四,

花
芽
の
發
生
經
過

ト
ド
マ
ツ
の
花
尊
は
前
年:
0:
季
に
形
成
サ
1.
ー
れ
、
八
月
以
降
に
は
询
眼
で
寸
分
姑
分
け
る
こ
と
が
出
來
る
。
從
っ
て
此
の
形
成
に
は
前 

々
年
以
來
の
说
水
化
物
の
集
弑
等
が
必
要
か
と
恩
惟
-fr
r-,.
れ
る
と
共
'-
,-;
前
年
<?.•>
春
季

-7>
外
界
の
潘
像
件
が
落
し
く
影
響
せ
ら
れ
る
独
を 

示
岐
す
る
如
く
恐
料
せ
ふ
れ
る
。

讪
年
の
花
芽
は
そ
の
儘
越
冬
す
る
。
越
冬
の
た
め
に
は
樹
脂
が
多
：M-
に
擁
出
さ
れ
て
表
而
を
被
覆
す
る
。
二
月
に
は
旣
に
内
部
で
は
制 

脸
の
分
裂
が
行
は
れ
て
る
。
四
月
以
降
の
銭
花
の
發
達
經
過
は
第
三
浪
の
如
く
で
あ
る
。
•

--M — ■
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1却花那の用料じる！・ド-••つの技拌

ド切”•,負

后算・”
M レ.•<,

ME. 
•m. e

刀・/;.
・
い
次
弟
で
、
結K

と
休
止
の
間
に
は
、
走
擀
年
溉
の
因
果㈱

係
が
介
在
す
る
こ 

と
にW

孳
・
へ
き
で
あ
る
。3

四
、九
、
」
三)

专

ト

ド

*.-
ッ
の
暴
・
詩
平
植
生
期
間
中
に
形
成
ま
れ
、
餐
の
耽
凶
は
炭
水
化
物
泰

萨

何

ニ

・
--

、
哗

拈

辭

間

の

牛

簡

の

ホ
用
厂
に
左"

せ
ら
る
る
虐
大
で
あ
ら
う
が
、
更
詩
危
の
衆
弑
も
等
閑
に
票
h
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九
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五
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三
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〇
、〇
九
八 

亠ハ、七
四
二
士
〇
、
ー
二
六 

セ
、〇
囲
大
土
〇〇

九
二

代 

徑(

中
央
部)

、
ー
ニ Q

土
〇
、〇
二
三

、
ー
四
典•HO

、
〇

三
六

X

、
ー
〇
四
士
〇
、〇
三
〇

X

、四
ニ
ハ
€±
〇
、〇
二
九

、六
六
六±

0
、0

=

二

X

ー、七
五
五±

0
、0

1

九

五
、 
花
芽
套
芥
と
の
織
別 

,

魅
花
环
火
址
花
ヰ
共
に
Hfl
顼
に
記
逸
し
た
如
く
、
忙
、の
於
生
位
亢
に
よ
っ
て
明
瞭
に
區
別
せ
ら
れ
、
尙
粟
井
は
秋
期
に
於
て
は
雄
花
券 

と
殓
ん
ど
rul
樣
小
形
で
あ
る
の
で
、
姓
花

••:

に
強
刖
せ
ら
れ
る
。
又
疑
花
孕
と
栗
-J--
と
は
恭
生
位
週
が
與
り
、
殊
に
圖
に
示
す 

が
如
く
、
址
花
ザ
は
枝
の
び
・
血
に
餃
生
す
る
の
で
容
妙
に
色
別
さ
れ
る
。

六
、 
結 

び

上
芸
如
く
ト
ド
マ
ツ
の
金
花
芽
は
票
駐
の
前
年
の
秋
、
九
月
上
句
に
攀
採
取
の
呵
に
號
に
明
晾
に
色
別
さ
れ
る
の
で
あ
る 

か
—

票

採

収
に
當
っ
て
は

蓊

借

に

就
て
、
 

同
時
版
掉
房

票
結
實
の
状
況
蠢

察
し
て
、
莞
に
よ
っ
て
哥
版
凶
蘇 

知
の
求
を
な
さ
し
め
、
薦

度

秋
期
落
此
の
线
を
す
る
必
哩
が
め
る
。

勿
ね
從
來
行
は
れ
て
る
皆
凶
钏
宥
は
、
更
に
站
れ
な
敬
国
す
る
た
め
と
將
來
嫩
-fit
的
に
無
知
を
碓
實
な
ら
し
む
る
資
料
を
将
る
た
め
に 

二
正
茹
に®

行1

こ;

必M

とI

、
榮
木
を
定
め
て
收
風
的
に
宏
料
の
鏡
を
叶
リ
、
 

將
來
彼
是
對
照
し
て
收
址
の
正
し
き
魏

——57——


